
○県道駒ヶ根長谷線の中沢バイパスの開通式が行われました(平成29年1月29日)

○若手技術者の方々を表彰しました(平成29年2月22日）

○上伊那農業高校の生徒さんが工事現場を見学しました (平成29年1月25日）

  
 

長野県では建設業協会と協力し、建設産業へ

の理解拡大と次世代を担う人材確保に向け、建

設系学科の高校生を対象に、就労促進と若手技

術者の育成につなげる取り組みを実施していま

す。 

この取り組みの一環として、上伊那農業高校

の緑地創造科の生徒さんに、半自動化重機によ

る盛土工事の現場（国土交通省が発注した三峰

川河川工事）を見学していただきました。 

最近の主な出来事をご紹介します。 

平成22年度から整備を進めてきました主要地方

道駒ヶ根長谷線の駒ヶ根市中沢中割地籍で延長

591mのバイパスが完成し、開通式が行われました。 

バイパスが整備されたことで、道路幅が狭く大

型車のすれ違いが困難な、住宅が連なった区間を

回避し、安全で円滑な通行ができるようになりま

した。 

伊那建設事務所が発注した建設工事及び建

設工事にかかる委託業務において、優良な建

設工事に携わり、優れた施工管理や意欲的な

取り組みを行った若手技術者の方々を表彰し

ました。 

＜建設工事部門＞ 

 (キタガキ トモカズ) 

・北垣 友和さん（田島建設㈱） 
   (シモジマ イサム) 

・下嶋 イサムさん（北陽建設㈱） 

＜委託業務部門＞ 

 （ヨコイ ツトム） 

・横井 力さん（㈱土木管理総合試験所） 

  

【中割神楽保存会の皆さんによる獅子舞披露】 

【盛土工事が進む現場】 

北垣さん 下嶋さん 横井さん 

【記念写真撮影の様子】 


